
今
年
、
２
０

１
７
年
７
月
７

日
に
、
国
連
会

議
で
成
立
し
た

「
核
兵
器
禁
止

条
約
」
に
つ
い

て
、
市
長
の
見

解
を
伺
う
。
小
田
原
に
住
ん
で
い
る
人
達
が
、
将
来
、

子
供
や
孫
達
が
、
持
続
可
能
な
街
に
し
て
い
く
た
め

に
は
、
平
和
で
な
く
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
で
行
わ
れ
た
「
国
連
会
議
」
は
、
人
類
史
上
初
め

て
核
兵
器
を
違
法
化
す
る
核
兵
器
禁
止
条
約
を
、
国

連
加
盟
国
の
約
３
分
の
２
、
１
２
２
か
国
の
賛
成
で

採
択
し
ま
し
た
。

条
約
第
１
条
は
、
核
兵
器
の
「
開
発
・
実
験
・
生

産
・
製
造
・
取
得
・
保
有
・
実
験
・
移
転
」
な
ど
禁

止
さ
れ
、
「
使
用
、
使
用
の
威
嚇
」
が
禁
止
さ
れ
て

い
ま
す
。
核
兵
器
を
全
面
的
に
禁
止
す
る
内
容
に
な
っ

て
い
る
。
唯
一
の
被
爆
国
日
本
が
条
約
に
参
加
し
な

い
と
い
う
こ
と
は
、
世
界
の
不
信
感
を
与
え
る
こ
と

に
な
る
。
日
本
政
府
は
署
名
、
批
准
す
べ
き
と
考
え
、

多
く
の
国
民
が
望
み
、
世
界
の
人
々
が
求
め
て
い
る
。

市
長
は
ど
の
よ
う
に
考
え
、
行
動
さ
れ
よ
う
と
し
て

い
る
の
か
伺
い
ま
す
。

平
和
首
長
会
議
で
は
国
内
の
ほ
と
ん
ど
の
首
長
が

参
加
さ
れ
、
核
兵
器
禁
止
条
約
へ
の
特
別
決
議
（
全

て
の
国
に
対
し
、
条
約
へ
の
加
盟
を
要
請
し
、
条
約

の
一
日
も
早
い
発
行
を
求
め
る
）
と
し
て
い
ま
す
。

市
の
平
和
施
策
の
拡
充
策
を
伺
い
ま
す
。

【
答
弁
】
唯
一
の
戦
争
被
爆
地
で
あ
る
広
島
・
長
崎

の
思
い
を
は
じ
め
、
全
世
界

の
人
々
の
平
和
へ
の
祈
り
と

訴
え
が
実
を
結
ん
だ
も
の
で
あ
り
、
意
義
深
い
も
の

と
考
え
て
い
る
。
条
約
に
つ
い
て
は
特
別
な
働
き
か

け
は
し
て
い
な
い
。

今
年
度
、
下
曽
我
小
他
二
校
が
開
放
実
施
で
き
な

か
っ
た
が
、
全
校
で
実
施
す
べ
き
、
来
年
度
以
降
安

定
し
て
行
え
る
様
、
対
策
を
講
じ
て
い
る
か
と
質
問
。

【
答
弁
】
継
続
的
な
実
施
に
向
け
、

見
直
し
を
進
め
る
。

【
答
弁
】
合
葬
式
墓
地
の
必
要
性
や
整
備
の
方
向
性

を
、
今
年
度
中
に
議
会
に
示
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

吉
田
議
員
は

市
営
住
宅
に
つ

い
て
、
住
民
か

ら
の
要
望
や
入

居
状
況
等
質
問
。

ま
た
市
民
ホ
ー

ル
の
要
求
水
準

書
等
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

市
営
住
宅
は
住
民
の
地
震
の
不
安
が
多
く
、
市
は

耐
震
性
が
高
く
、
地
震
に
強
い
構
造
と
な
っ
て
い
る

事
を
住
民
に
周
知
し
、
不
安
を
解
消
す
べ
き
で
は
な

い
か
。

入
退
去
時
に
お
け
る
賃
借
人
の
原
状
回
復
負
担
を

軽
減
し
、
風
呂
釜
の
設
置
に
つ
い
て
は
、
入
退
去
に

お
よ
そ
20
数
万
円
掛
か
り
ま
す
。
こ
の
費
用
負
担
を

市
で
持
つ
べ
き
で
は
な
い
か
。

空
き
家
問
題
、
高
齢
化
・
単
身
化
の
状
況
と
対
策

に
つ
い
て
質
問
。

【
答
弁
】
入
居
率
は
80
％
で
、
低
下
傾
向
に
あ
る
。

風
呂
釜
に
つ
い
て
は
リ
ー
ス
（
貸
付
）
も
認
可
し
た
。

一
つ
目
は
、
要
求
水
準
書
と
募
集
要
項
に
は
、
様
々

な
問
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。
①
芸
術
文
化
創
造
セ
ン

タ
―
の
小
ホ
ー
ル
分
離
案
に
比
べ
て
、
要
求
水
準
書

は
市
民
が
利
用
す
る
諸
室
が
削
減
さ
れ
ま
し
た
。
②

小
ホ
ー
ル
が
可
動
席
と
な
っ
た
た
め
、
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
費
等
管
理
運
営
費
が
増
加
す
る
事
。
③
小
ホ
ー
ル

は
分
離
案
の
大
ス
タ
ジ
オ
で
十
分
補
え
る
事
。
二
つ

目
は
、
公
開
プ
ロ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
前
に
、
応
募

し
た
事
業
者
名
、
提
案
内
容
の
情
報
を
事
前
に
知
ら

せ
る
べ
き
で
す
。
こ
れ
で
は
、
ブ
ラ
ッ
ク
ボ
ッ
ク
ス

の
中
で
の
審
査
で
あ
り
、
議
会
・
市
民
の
チ
ェ
ッ
ク

が
働
か
な
い
状
況
で
事
業
者
選
定
が
進
ん
で
し
ま
い

ま
す
。
三
つ
目
は
、
要
求
水
準
書
で
定
め
た
建
設
費

60
憶
円
で
大
・
小
ホ
ー
ル
の
整
備
は
可
能
な
の
か
質

問
し
ま
し
た
。

【
答
弁
】
事
業
者
選
定
で
は
、
４
者
か
ら
提
案
が
あ

り
、
１
次
審
査
で
３
者
を
選
定
し
た
。

吉
田
議
員
は
、
再
質
問
で
質
の
良
い
ホ
ー
ル
を
整

備
す
る
の
な
ら
、
デ
ザ
イ
ン
ビ
ル

ド
方
式
で
は
な
く
、
設
計
と
施
工

を
分
離
し
た
従
来
型
の
発
注
方
式

に
す
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、
東
京

外
か
く
環
状
道
路
の
「
談
合
疑
惑
」
。

２
０
２
０
年
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
メ

イ
ン
ス
タ
ジ
ア
ム
「
新
国
立
競
技

場
」
の
建
設
現
場
で
作
業
者
が
計

３
名
亡
く
な
っ
た
こ
と
は
、
大
き

な
社
会
問
題
に
な
っ
て
い
る
。
こ

れ
ら
の
事
は
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
の
審

査
で
、
市
と
し
て
考
慮
し
た
の
か
。

市
長
に
答
弁
を
求
め
ま
し
た
。
そ

し
て
、
シ
ン
プ
ル
で
使
い
や
す
い

良
質
な
ホ
ー
ル
を
整
備
す
る
と
言

う
市
長
の
答
弁
に
対
し
て
、
２
次

審
査
に
進
ん
だ
３
者
か
ら
の
提
案

は
、
そ
れ
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
な

の
か
判
断
で
き
ま
せ
ん
。
今
後
、

事
業
者
選
定
が
進
む
中
で
、
芸
術

文
化
創
造
セ
ン
タ
―
の
小
ホ
ー
ル

分
離
案
へ
の
理
解
が
さ
ら
に
広
が
っ
て
く
る
と
考
え

ま
す
。
市
民
ホ
ー
ル
整
備
に
つ
い
て
の
情
報
を
早
く

市
民
に
提
供
す
る
こ
と
を
要
望
し
ま
し
た
。

２０１７年１１月２２７号

【
田
中
】
総
合

事
業
の
サ
ー
ビ

ス
種
別
ご
と
の

利
用
者
、
受
け

皿
と
な
る
事
業

所
の
数
、
課
題

等
は
何
か

【
答
弁
】
課
題
は
、
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
が
安
定
的
に

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と
や
利
用
者
を
増
や
し
て

い
く
こ
と
。
（
利
用
者
、
事
業
所
の
数
は
別
表
を
ご

覧
く
だ
さ
い
）

【
田
中
】
任
意
協
議
会
は
合
併
だ
け
に
特
化
し
た
協

議
と
な
っ
た
が
、
任
意
協
議
会
の
役
割
を
果
た
し
た

と
は
言
え
な
い
の
で
は
な
い
か

【
答
弁
】
合
併
協
議
は
、
「
中
核
市
へ
の
移
行
」
や

「
新
た
な
広
域
連
携
」
を
進
め
る
た
め
の
前
提
で
も

あ
る
こ
と
か
ら
協
議
大
半
を
占
め
た
。
「
中
核
市
移

行
」
や
「
新
た
な
広
域
連
携
」
に
つ
い
て
も
一
定
の

議
論
は
尽
く
さ
れ
役
割
は
果
た
さ
れ
た
。

【
田
中
】
市
民
説
明
会
の
質
疑
で
、
「
入
口
と
出
口

が
違
う
」
と
あ
っ
た
。
現
在
議
論
し
て
い
る
合
併
は

平
成
の
大
合
併
の
合
併
議
論
で
は
済
ま
さ
れ
な
い
。

「
入
口
は
合
併
で
も
出
口
は
新
た
な
広
域
連
携
」
、

途
中
に
中
核
市
も
あ
る
。
両
市
民
に
き
ち
ん
と
説
明

す
べ
き
で
は
な
い
か

【
答
弁
】
ど
う
い
っ
た
部
分
ま
で
協
議
す
る
か
は
第

１
回
会
議
で
示
し
て
き
た
。
中
心
市
の
強
化
そ
れ
が

整
わ
な
い
と
次
へ
行
け
な
い
。

【
田
中
】
合
併
す
る
と
、
年
間
約
18
億
円
の
経
費
削

減
が
見
込
ま
れ
る
と
あ
る
。
削
減
額
の
内
、
最
も
大

き
い
の
が
特
別
職
及
び
、
一
般
職
の
職
員
な
ど
。
こ

の
人
件
費
削
減
は
南
足
柄
市
の
行
政
が
な
く
な
る
、

自
治
権
の
消
滅
を
意
味
す
る
。
合
併
あ
り
き
で
大
切

な
自
治
権
を
失
わ
せ
て
い
い
の
か

【
答
弁
】
合
併
後
の
市
に
お
い
て
も
引
き
続
き
（
南

足
柄
市
域
）
こ
の
地
域
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
行

く
た
め
の
方
針
や
体
制
が
協
議
さ
れ
た
。

【
田
中
】
要
求
水
準
書
の
大
ホ
ー
ル
の
残
響
時
間
の

上
限
が
一
部
設
定
さ
れ
て
い
な
い
が
、
こ
れ
で
は
良

い
ホ
ー
ル
整
備
と
な
ら
な
い
の
で
は
な
い
か

【
答
弁
】
要
求
水
準
書
は
数
値
で
示
す
も
の
と
、
提

案
に
よ
る
も
の
と
メ
リ

ハ
リ
を
付
け
た
内
容
と

す
る
こ
と
で
、
建
設
費

内
で
良
質
な
ホ
ー
ル
の

整
備
を
可
能
と
す
る

【
田
中
】
デ
ザ
イ
ン
ビ
ル
ド

で
ホ
ー
ル
を
整
備
す
る
こ
と

は
問
題
で
あ
り
、
様
々
な
課

題
を
克
服
で
き
な
い
と
考
え

る
が
ど
の
よ
う
に
対
応
す
る

の
か

【
答
弁
】
４
事
業
者
か
ら
提

案
が
な
さ
れ
た
こ
と
、
建
設

費
に
見
合
っ
た
適
切
な
要
求

水
準
書
と
新

た
な
選
定
方

式
に
よ
っ
て
、

デ
ザ
イ
ン
ビ

ル
ド
の
懸
念

を
克
服
で
き

て
い
る
と
と

ら
え
て
い
る
。

関野たかし議員
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吉田ふくじ議員

「
合
併
あ
り
き
」
に
は
さ
せ
な
い

小
田
原
市
と
南
足
柄
市
の
合
併
問
題
等

に
つ
い
て

市
営
住
宅
に
つ
い
て

市
民
ホ
ー
ル
に
つ
い
て

田中りえ子議員

小
学
校
の
プ
ー
ル
開
放
を

久
野
霊
園
の

合
葬
式
墓
地
の
早
期
実
施
を

市
民
に
愛
さ
れ
る
市
民
ホ
ー
ル
の
建
設
を

市
民
ホ
ー
ル
建
設
の
問
題
点
等
に
つ
い
て

平成29年6月の利用実績(人)
訪問型サービス 通所型サービス

国基準 451 905
基準緩和型 9 31
住民主体型 0 2

平成29年8月のサービス事業所数
訪問型サービス 通所型サービス

国基準 41 80
基準緩和型 3 5
住民主体型 3 5

日
本
共
産
党
の

無
料
法
律
相

談
担
当
弁
護
士

岡
村
三
穂

12
月
５
日
（
火
）

午
後
１
時
よ
り

次
回１

月
16
日
（
火
）

午
後
１
時
よ
り

※
予
約
制
で
す
の
で
、

相
談
さ
れ
る
方
は
、
関

野
、
田
中
、
吉
田
ま
で

お
申
し
出
く
だ
さ
い
。サービス水準、報酬の低さか

ら利用者、事業所が伸び悩み


